
〈準 ず る教育 〉小 ・中学 校(学 部)部 会

下学 年(下 学部)適 用等 を行 う児童 ・生徒 の指導 と評価 の工 夫

1研 究 の ね ら い

平 成12年12月 に教育課 程審 議会 か ら出 され た 「児 童生 徒 の学 習 と教育 課程 の 実施 状 況 の

評 価 の在 り方 につ いて(答 申)」 の 中で 、 目標 に準拠 した評 価 と個人 内評価 の一 層 の重 視 が 錫

げ られ 、指 導 要録 の 「評定 」が 「観 点別 学習 状況の評価 を基 本 と した絶 対評価 」に 改 め られ た.

さ らに 平成14年2月 、国 立教 育政 策研 究所 か ら、 「評 価規 準 の作成 、評 価 方法 の 工夫 ・改 善

の た め の参 考資 料 」(小 学校 編 、 中学校 編)が 示 され 、学 習指 導 要領 の 各教 科の 目標 ・内容 に

基づ いて 、 各学年 ごと、 内容の ま とま りご との評価 規 準 力主示 され た。 準 ず る教 育を行 う盲 ・ろ

う ・養護 学校 等 にお いて は 、 これ らを参 考に 、学校 ご とに障害 の特性 に応 じた 各教科 の 単元 の

評価 規 準 を作 成 し、指 導 と評価 の一体化 を図 ってい く必 要が あ る。

盲 ・ろ う ・養護学校 や通級 指 導学 級で は 、障害の特性 や 学 習進度 に幅 が あ る児童 ・生 徒へ の

対応 や 、個 に応 じた指導 の充実 とい った 課題 があ る。 そ こで 、本部 会 では 、平成13年 度 、14年

度 「東 京 の 教育21」 で行 って きた評価 に関 する研究 を よ り実践 的に活 用で き るよ うにす るた

め 、 次 の よ うなね らいを設 定 した.

研 究 の 内容(1)下 学年(下 学部)適 用 の評 価 と指 導 の在 り方

「準 ず る教 育1に お いて は 、学 習進 度や 学習空 白に応 じて 、各教科 の各 学年 目標及 び 内容

に 関す る事項 の一部 を当該学 年 の前各 学年 の 目標 及 び 内容 の全 部又 は一部 に ようて替 えて指

導 を行 ってい る。 その際 の評 価規 準 の作成 の在 り方 、 評価 ・評 定の在 り方 にっい て明 らか に

す る。

【参 考 】盲 ・ろ う ・養護 学校 の教育 の 目的 ⇒ 学校 教育 法第7ユ 条

下学 年 ・下学部適 用 の根拠 ⇒ 盲学校 、聾学校 及び養 護 学校小 学部 ・中学 部学 習指 導

要領 第1章 第2節 第5重 複 障害者等 に関す る特 例1

研 究 の 内容(2)在 籍 学級 との指 導 と評価 につ いて の連 携 の在 り方

情 緒 障 害通級指 導学級 にお い ては 、在籍 学級 との指 導 と評価 につ いて の連 構 を一層 緊密 に

図 る 必要 があ る.そ こで、情 緒障 害通 級指 導学級 の教科 の 補充 指導 に 、観 点 別評 価規 準 を導

入 し、児 童 ・生徒 の在籍 学級 にお け る評価 にどの よ うに役 立 て るかに つい て検 討す る。

皿 研 究 の 内 容(1)下 学 年 〔下 学 部)適 用 の 評 価 と 指 導 の 在 り 方

て 指 導 と評価 の一体 化 を図 るため に

個 に応 じた指導 の 改善 ・充実 を図 って い くた め には 、 「指 導 の計 画 」 「指 導 」 「評 価 」 「指導

の改 善 」 のサ イ クル を確立 してい くこ とが求 め られ る,こ の サイ クル を 「年 度 ご とのサ イ クル

(学 期 ご とのサ イ クル)」、 「単 元 ご との サイ クル」、 「各 時の サイ クル 」 に分 け て 、指導 と評価

の 一 体化 を進 めてい く必要 が ある(図1)e

下 学年 ・下学部 の 目標や 内容 を適 用す る場合 は、 各学 年 ご との 学習 指導要 領 に示 され た 内容
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¶か ら適 切 な下 学年 ・下学部 の単 元 を抜 き 出 した り再構 成 した りして、 学習の集 団 ご との年 間 指

導 計画(図2)を 組 み立 て、児童 ・生徒 の実態か ら個 別指 導 計画(図3)を 作成す る必 要が あ

る。本 研究 で は これ らを踏 ま えて研 究 を進 めてい く。

図1指 導 と評 価 の一体化 を図 るた めのサイ クル

学習指導要領に基づく

単元ごとの評価規準

当該学級 や学習 グルー プ等 の年間 指導計 画 と

個別指 導計 画(図2、 図3様 式例参照)

O単 元の精 選 、重点化 な どを検 討 し、年 度 当初 に作成 す る,

O障 害の種 別 に対応 した評価 規 準 を必要 に応 じて設定 す る.

O障 害 に配 慮 した指 導方法 、教 材 ・教具 な どを単元 ごとに工夫す る.

単元禧欝醇呑額懇籍動に即猛た具体葡な評価規叢 挙元⑳指導と評価の計画

O各 単元 の趣 旨を検討 し、 「評価 規 準 の作 成 、 評価 方 法 の 工夫 ・改善 の た めの

参 考資 料 」(国 立教 育 政 策研 究所 平成14年2月)に 示 され た 「内容 の ま

とま りご との評価 規 準及 び その 具体 例」等 を参 考 に作成す る.

O障 害 に配 慮 した評価規 準 を 作成 した り、評価 規 準 に幅 を もたせ た りす る。

O指 導 の過 程で 、評 価の 観点 ご とに どの よ うな評価 方法 を とるか を計画す る。

O学 習活動 に即 した 具体 的 な評価規 準に照 ら して 「おおむ ね満足 で き

る」状祝 を達 成す るこ とを 目標 と した指 導← 週毎 の指導 計画 の活用

O「 努力 を要す る」 児童 ・生徒 に対 して は、予想 され る反応 に応 じて

指導 の工夫 を行 う。

O「 十分満 足 で きる1児 童 ・生徒 に対 しては.発 展 的な課 題 を用意 し

て活用す る。

鶴 の融 囎 難鎌 の見麟

O観 点 ご とに評価 を行 う。

O「 おおむ ね満 足で き る」 状況 に至 らない児童 ・生徒 に対 す る指 導の 見直 し

を行 い次の時 間の手 だ て を検討 す る。

嵐 元の評 価 の総括 ㌧指導 内容 亀辞 価規準 の見 直 し

○全 時 の観 点別 評価 を総括 す る。 「十分満 足で き る1=A、 「おお むね満 足 でき

る」:B、 「努力 を要す る」=Cの 数 に応 じて 単元 の評 定 を行 うe学 校 ご とに

判 断方 法 を あらか じめ定 めてお く必要 があ る.

O総 括 がAやCで あ った 揚合 、指 導内容 や評価 規 準が 適切 で あ った か検 討す るn

適切 でな か った場 合 は複 数 の学年 の評 価規 準 を照 ら し合 わせ 、年 間指 導 計画 を

検 討 し、 次の単元 か らの適切 な指導 内容 と評 価規 準 を設 定す る。

学 期 ご と顯 騨i定

嚢 年末の誕定 ぎ潴 導要録の配入

O指 導 要録 の 「総合 所 見及 び指導 上参 考 とな る諸 事項」 の欄 に も下学年 ・下学 部適 用

の事 実 を記載す る。

各学年の評価規準と年間指導計画 ・個別指導計画の見直L

O児 童 ・生 徒 の状況 に よって 、一 部取 り扱 わない単 元等 が 出た場合 につい て年 間指 導計 画

を 見 直す 。

0障 害 へ配 慮 した評価規 準 、指 導方 法 ・教材 ・教具 にっ いて は 、各年度 の児童 ・生徒 の 実

態 に応 じて検討す る.

一2一



螺鉱離纏麟麟 鰹雛繍簿黙鐙
図2準 ず磁 育における輔 騨 緬 〔様式働 〆

年 間 指 導 計 画

平成_年 度_部 学年 教科名 (

都 立OOOO学 校

グループ)

月 単元名 時数 障害へ配慮 した指導内容、

方法 、教材敷具

単 元 の 観 点 別 評 価 規 準

関 心 ・意 欲 ・態 度 思考 ・判断 披能 ・表現 知議 ・理解

準 ず る教育 を行 う盲 ・ろ う ・養 護 学校 の年 問指 導 計画 に は 、単 元 ご とに障 害 の状 態 に配慮

した指導 の方法や 教材 ・教具が併記 され てい る必要 があ る。(作 成 例 につい ては事 例3参 照 〉

図3準 ずる教育における個別指導計画(様 式例)

個 別 指 導 計 画

平成 年度 教科名

都立0000学 校

部 年 組 氏 名 担当者

月 単元名

〔題材名〕

時

数

単元の

ね らい

手 だ て ・

教材・配慮

観 点 別 配 慮 事 項

関 ・意 ・態 思 ・判 技 ・i豊 知 ・理

評 価

関 思 技 知

記 録

単 元名 、ね らい 、手だ て ・教材 ・教 具 、必 要 な配 慮事項 な どを明記 す る。 評 価 の欄 も設 け

るa(作 成例 につ いては事例3参 照)

2事 例 研究

事 例研 究 で は、盲学校 、ろ う学校 、肢 体不 自由養 護学校 か ら各1事 例(衰1)を 取 り上 げ 、

障 害 の特 性等 の違 い に配慮 した指 導 ・評 価 の手だ て及び 、学 習進 度の違 いへ の 手だ て にっ いて

検 討 した。

表1事 例 の概 要

校 種 ・現 学年 学習の集団 教科 ・指 導 内容

事 例1 盲学校

小学部5年

学年(=学 級)

4名

理 科

小学校4年(下 学年)

事例2 ろう学校

中学部3年

学年(2学 級合 同)

8名

保健 体育(保 健分 野)

中学校3年(当 該 学年)

事例3 肢 体不 自由養護 学校

中学部1,2年

学習 グルー プ

2名

国 語

小 学校4年(下 学部)

(一 部小 学校1・2年)
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事 例1盲 学校 小 学部5年 理科

1.単 元名 「ものの か さと温 度 」(10時 間)

通 常 、 第4学 年 に おい て8時 間で扱 う内容 を10時 間 か けて重 点化 して指 導 した。 各単 元

の指 導 計画 を 立て る に当た っては 、指 導 内容 の重 点化や 精 選 を行 い、で き る限 り当該 学年 の

学 習 内容 の理解 に近 づ ける指 導上 の工夫 を行 うこ とが大切 で ある。

教 師 が 、 「声 をか け る」、「説 明す るi、 「触れ させ る」、 「音 を聴 かせ る」 な どの配 慮 をす る こ

とで意 欲 を育 てる こ とにな る。

2・ 単元の齪 理由/

視 覚 障 害 の あ る児童 は 、 の の つ1こSt△S、 受 け身的

な学習 態 度 に なる傾 向が あ る。 そ のた め 、本 学級で は 自 ら確 実 な理解 を促す ため 、 よ り十 分 な

時 間 をか けて単 元 を構 成 し、通 常 第4学 年 で取 り上げ る 「もの の か さと温度 」 を、第5学 年 で

取 り上 げて い る。本 単元 では 、空気 、水 、金 属 をあた た めた り冷や した りして 、空気 は温度 に

よ って か さが変 わ るこ とや 、体 積 が変 わ らな いよ うに見 え る水や 金属 も温度 に よっ てか さが変

わ る こ とを、 実験 を とお して と らえる こ とが ね らい であ る。 全 盲 、弱視 の児 童が 、視 覚障 害 の

特 性 に応 じた 方法 で実験 を行 う中で 、o.eの い こ れ 全 こ く ーe'tfrこ とがで き

る よ うに し、 望ま しい結果 が得 られ る よ'に る.

教 師 の説 明 を受 け てか ら 「触 る」、 「見 る」 よ うに し、安全 に実験 で きる ように指 導す る。

【本 単元 の学習指 導要領 の 内容 】第4学 年

内容 の ま とま り⇒ 「B物 質 とエ ネル ギー 」(2>金 属 、水 及 び空気 の性 質 ア 金 属 、 水

及び 空気 は 、温 めた り冷や した りす る と、その か さが 変わ る こと。

3.単 元 の 目標

栓 を した フ ラス コを湯 につ け る と栓 が とび 出す わけ を、 前単 元で空 気で っぽ うの 玉 力§とび 出

した こ とと比 較 して 考 え、空 気 は あた た め られ る とか さが ど うな るかに問題 を もち 、空 気 の温

度 とか さの変 化 を関係 づ けな が ら調べ る こ とがで き るよ うにす る。 また、水や 金属 も温 度 に よ

って か さが 変化す るかに疑 問 を もち、 空気 と比較 しな が ら調べ 、 ものの温度 とか さの変 化 を 関

連 づ け て と らえ る こ とがで き る よ うにす る。

4.児 童 の実 態

〆
支援 方法 ・内容 を 工夫す るた めに実態 把握 を綿密 に行 う。

自然現象への 科学的な 観察 ・実験の 自然事象にっいての

関心 ・意欲 ・態度 思考 技能 ・表現 知職 ・理解

児童A 強い関心を示すことカ{多 実験などの結果 を、それ 実験や観察などは、教員 経験 と実験などの結果 を

点字 い 中 までの他の経験 と結びっ の指示をよく聞いて正 し 結びっけて考 えることが

けて考 え る ことがで き く行 うことがで きる。 安 でき る。

る 。 全に触る練習は必要。

児童B 経験した現勲に関心をも 実験などの結果 を、それ 細かい作業は苦手だが、 実験 した結果 をまとめる

普通の つ ことが多 い, までの他の経験 と結びっ 教師の手本を見て実験や ことができ る。

文字 けて考えるのは難しい、 観察を大体行える。
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児童C 強い関心を示すことが多 論理的に順序立てて考え 手順が少なければ、実験 経験 と実験などの結果を

点字 い 。 る ことが でき る。 などの方法を覚 えて自分 結びつけて考えることが

で行 うことがで きる。 安 でき る。

全に独 る練習は必嬰。

児童D 経験から推測できる事象 論理的な考え方ができ 教科書を読んだり教員の 経験と実験などの結果を

普通の については興味 ・関心を る。他の経験か ら考察を 指示を聞いたりして、実 結びつけて考えることが

文字 持 つ ことが多い。 探め ようとす る, 験や観察の方法を理解す できる。

ることが できる.

5.単 元の評 価規 準

ジ
教科 に よって基 本 の4観 点 にバ リエ ー シ ョンが ある。

自然現象への 科学的な思考 観察 ・実験の 自然事象についての

関心 ・意欲 ・態度 披能 ・表現 知識 ・理解

① 栓 を した フラスコをあ ① 沮度と水のか さの変化を ① 試験管や注射器などに閉じ ① 金 属 、 水 、 空気 は 、 あ

たためると栓が とび出 関連づけてとらえ、空気 こめた空気をあたためたり たためた り冷や した り

したわけに興味をもち、 と比較 して考 えることが 冷や したりしてかさの変化 す ると、そのか さが変

空気 はあたため られ る できる。 を謂べ.温 度とかさの変化 わることを理解する。

とど うな るかを進んで ② 温度と金属のか さの変化 を関連づけてとらえ、結果 ②温度によるかさの変化

調べよ うとす る. を関連づ けてとらえ、空 を記録することができる。 は、空気が もっとも大

② もののかさと温度 との 気や水 と比較 して考える ② 試験管や注射器などの中の き く、次 が 水 、金 属 は

関係 に興味 をもち、進 ことポできる。 水をあたためた り冷や した 空気や水に くらべてか

んで身のまわ りの現象 りしてかさの変化を調べ、 さの変化が小 さい こと

や工夫を調べ よ うとす 結果を記録することができ を理解 する,.

る 。 る 。

6.学 習活 動 に即 した具 体的 な評価 規 準

児童 の 実態 を十分 に把握 し、適切 に評価 して理 解 を深 め させ る よ うにす る.

盲 学校 の理 科の指導 で は、特 に 「観 察 ・実験 の技能 ・表 現 」 にお いて 障害 の特性 に応

じた評価 規 準の設定が必 要で あ る。

馬 自糊 象一の'

関心 ・意欲 ・態度

科学的な

思考 灘黎/
自然事象についての

知識 ・理解

① 栓を した7ラ スコを ① フラスコの栓が とんだわけ ① 両手を協応 させ た り〔全 盲) ① 空気 は、あたためた

あたためると栓が と と、空気 で っ ぽ うの玉 が と フ ラ ス コの 目を よ く見 た り り冷や した りす る と、

ぴ出 したわけに興味 んだわけは違 うことがわか して(弱 視)フ ラス コに栓 そのか さが変わるこ

をもっ。 る。 を し、お 湯 につ け られ る 。 とを理解する、

② 空気はあたためられ ② フラス コの栓がとんだわけ ② 試験管や注射器などに閉じこ ② 水は、あたためた り

るとどうなるかを進 にっ い て、 空気 でっぽ うの めた空気 をあたためた り冷や 冷や した りする と、

んで調べようとする。 玉がとんだ ことと比較 しな した りしてかさの変化を調べ そのかさが変わ るこ

㊥ もののかさと温度 と が ら、フ ラス コの空 気 をあ て結果を騰 できる。 とを理解する。

の関係に興味をもつ、 たためたこ とと関連づけて ③ 試験管や注射器などに閉じこ ③ 金属 は、あたた めた

④ もののか さと温度 と 考えることが できる。 めた空気をあたためた り冷や り冷や した りす ると、

の関係に興味をもち、③ 温度 と水のか さの変化 を関 した り してか さの変化 を調 そのかさが変わ るこ

進んで身のまわ りの 達づけて とらえ、空気 と比 ぺ、温度 とかさの変化を関連 とを理解する.

現象や工夫を調べ よ 較して考えることができる。 づけて とらえ、結果を点字や

うとす る。 普通の文字で誰 することが

できる.

一5一



自然現象への 科学的な 観察 ・実験の 自然事象についての

関心 ・意欲 ・態度 思考 技能 ・表現 知職 ・理解

④ 空気や水 と比較 して、金属 ④ 試験管の中の水 をあたためた ④ 温度によるか さの変

の、温度 によるかさの変化 り冷や した りしてか さの変化 化 は、空気が もウ と

について考えることがで き を調べ、結果を燧 すること も大 き く、 次が 水 、

る 。 がで きる。 金属は空気や水にく

⑤ 温慶 と金属のかさの変化 を ⑤ 試験管の中 水をあたためた らべてか さの変化が

関連づ けて とらえ、空気や り冷や た りしてかさの変化 小さい ことを理解す

水 と比較 した場合 と比べ な ぺ、結果を点字や普通の る 。

がら考えることができる。 文字で 一 す る ことができ

己

1評価 規準艇 到 遂ず るまで の難易度 につ ⑥ アルコールランプなどの実験

いて も配 慮す る よ うにす る。
器具の形や扱い方を覚え、正

しく扱 うこ とがで きる。

発=表=全 ての児 童iが到 達 可能 。 ⑦ 金属もかさが変化する事を、

記録=む ず か しい児童 には支 援 が必要 。 加熱器具を正しく安全に使っ

て調べ、結果を点字や普通の

文字で記録できる、

7.指 導 と評価 の計画

学 習 活 動[時 数1評 肪 法1評 価規準

第1次 空気はあたためられるとどうなるか3時 間

・フラスコに栓をして湯につけ、栓がとび出すようすを 2 技①

観察する. 発言 ・行動観察 関①

・空気でっぽ うの玉が とび出した ことと比較 して、栓が 発言 ・行動観察 思①

とび出した理由を考える. 発言 ・行動観察 思②

・空気入れ などを利用 した実験器具 を使用 し、空気がた 発言 ・記録 開②

くさん入ることで玉がとび出すことを確認する。

・栓 の 代わ りに小 さな ビニール袋 な どをっけた フラス コ 2 行動観察 ・記録 技②

を熱 し、 ビニー一ル裳 がふ くらむ様子 を観察 する。 行動観察 ・記録 技③

・先を留めた注射器 を温め、ピス トンの動きを調べる. 発言 知①

第2次 水はあたためられるとどうなるか3時 間

・水 も、あたためられるとかさが大きくなるかに疑問を 2

もち、試験管や注射器などの中の水をあたためた り冷 行動観察 ・記録 技④

や したりして、かさの変化を調べる。 発言 ・記録 技⑤
・空気 も水 も、 あた ため られ る とか さが大き くな り、冷 発言 思③

や されるとかさが小 さくなること、水のか さの変わり 知②

かた は、空気 に くらべて小 さい ことをま とめ る。

第3次 金ぞくはあたためられるとどうなるか4時 間

■ アル コールランプその他の実験器具の使い方を練習す 1 行動観察 技⑥

る.
視覚障害のある児童には特に重要。

・金属 も、あたた め られ た り、冷・やされ た りす るとか さ 2 行動観察 ・記録 技⑦

が変わるかに問題をもち、金属球を熱 した り冷や した 発言 ・記録 思④

りして、か さの変 化 を調べる。 発言 知③

・金属 も、熱せられるとかさが大きくなり、冷やされる 1 発言 ・記録 思⑤

とか さ力宝小 さくな ること、金属のか さの変 わ りかた は、 発言 ・行動観察 関③

空気や水にくらべ ると小さいことをまとめる. 発言 。行動観崇 関④

発言 ・評価問題 知④
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8.本 時 の 学習指 導

(1)本 時 のね らい

ア 栓 を した フ ラス コを あた た め る と栓 が とび出 した わ けに興味 をも ち、空気 は あた た め ら

れ る と ど うな るか を進 んで調 べ よ うとす る.(自 然現象への関心 ・意欲 ・態度①)

イ フ ラス コの栓が とん だわ けにつ いて 、空気で っぽ うの玉 が とんだ こ と と比 較 しな が ら、

フ ラス コの 空気 をあたた めた こ とと関連 づ けて考 え るこ とが でき る。(科 学的な思考①)

(2)本 時 の学 習 と評価(1時 間 目/10時 間扱 い)

学習活動

・フラス コを提示 し
、 中に空気 しか入 ってい

ない こ とを確 認する。

・フラス コに栓 をする .

・ブラックボ ックスの中に固定したフラスコ

から、栓がとび出す様子を観察する。

・プラックボックスの中がどうなっているの

かを予想 し、発表する。

・ブラックボックスの中を確かめて仕組みを

理解 し、フラスコをあたためたために栓が

とび出したことを理解する。

・プラックボックスを外して、児童が自分で

実験を行 う.

1発問1フ ラスコをあたためると、

どうして栓が とび出すのか。

・前の単元で、空気でっぽうのときには、空

気 を押 し縮めたためにとび出したことを思

い出 し、今回の実験 と比較して考える、

危 険 が なけれ ば全て触察(手

で触 れ て観 察)さ せ る。

口評価規準 ☆評価方法O支 援 楽留意点

◇[A,B、C,D]フ ラ ス コを触 らせ 、形が変わ らない ことを確認す る。'

巌 ぶつ けた り落 と したり しない よ う、十分注意す る.

◇[A.C]自 分 で栓を し、触察で確 認す る。

[BJ〕]自 分で栓を し、 目視で確 認す る.

◇ プ ラ ックボ ックス の 内部 に水 槽 を設 置 し、湯 を入れ て フラス コを

固定す る。

[B,D〕 児童か らは水槽が見えない よ うにす るe

Oフ ラス コか ら栓 が とび出す様子 を観察す る。

[へC]音 で確認す るm

〔BP]目 観 で確認す る。
個 々 の視 覚 障 害 に合 わせ た

方 法 で 確 認 させ る。

A,C:全 盲 、B,D:弱 視

〈〉プラックボックスの中を確認 させる。,

[A,C]触 察で確認す る。

[BP]目 視で確認す る。

豪 水槽 を外側から触 るか、水槽の上に手をかざすなどの方法で、中

に湯が入っていることを確認 させる。

口 披①両 手を協応 させた り、 よく見た りしてフラス コに栓 を し

して湯 につける。

◇ 栓 の間 近に手 をかざ し、空気 も一緒 にでて くる ことに着 目さ

せ る。

口 閏①栓 をした フラスコをあたため ると栓が とび出 した わけに

興味 をもっ.

脊 発言 ・行動観察

ロ 思①フラスコの栓がとんだibけ と、空気でっぽ うの玉が とんだわ

けは違 うことがわかる,

口 思②フ ラスコの栓 が とんだわけにつ いて 、空気 で っぽ うの 玉

がとんだ ことと比較 しなが ら、フ ラス コの空気 をあたためた

ことと関連づけて考 えることがで きる.

☆ 発言 ・行動観察

◇ 予想される発言への対応

「空気が上に上がったためにとび出 した」
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1発問1空 気はあたためられ ると、

かさが大きくなるのだろうか。

・空気のかさの変化を観察するための方法に

ついて考え、話し合 う。

→栓を下向きにして演示実験を行い、どの向きでも栓が とび出す

ことを確認 させる。

「空気でっぽうのように、空気が押し縮められた」

→フラスコは変形 した り水圧で小さくなったりしないことを説明
.

必要な らば同じ状態のフラスコを水につける実験をす る,

O栓 がとび出す ときに空気 も一緒にでてくることに着 目させ、かさ

が増えていることを予想 しやす くする。

口 閨②空気はあたため られ ると どうな るかを進んで調ぺ よ う と

す る。

☆ 発言 ・記録

(3)評 価 方 法 と評 価 規準

努 力 を要す る状況Cの 児 童 が 「お お むね満足 な状 況Bjを 達成 で きるよ うな 手 だて と、評価

Bが 達成 され てい る児童 が 「十分 に満 足 で きる状況A」 と評価 で きる具体的 な視 点 とを整理

して お くこ とが大切 であ る。

r眉^一 副 副 副 副 一… 副 副 副 副 副 一 副 副 副 副 副 副 劃 副 勘 謝 劇-…e't'e'e'--・栓 を した フラス コを あ たた める と栓 が とび出 した わ けに興 味 をもつ
。(自 然現卑への関心

・意欲 ・態度①)

Cフ ラス コをあ た ため て栓 が とびだす とき 、手 をか ざ して、

か を実感 させ る。

A一 フ ラス コの栓 が とび 出 したわ けについ て積 極 的 に発 言 した り、

∠幽 よ うと した りして いる。

ときに手 をか ざす よ うに して 、お 互い の違 い に気 づ くよ うに促 す。

A一 閉 じこめ られ た 空気 に与 え られた 作用 は 、 フラス コを あたた めた こと と空気 で っ

ぽ うで空気 を押 し縮 めた ことであ るこ とに 自ら気 づ き、比較 してい る,

・フ ラス コの栓が とん だ わ けにつ いて 、空 気 でっ ぽ うの玉 が とんだ こ と と比較 しなが ら、

iフ ラス コの 空気 を あた た めた こ と と関連づ けて考 える こ とが で きる。(科 学的な思考②)
馳

、
陶

、
馳

、
隔

、
亀

、
靹

、
馳

、
馳

、
噂

、
亀

、
鴫

、
睦

㌔

購

、馳

、
亀

、
馳

、
隔

、贈

、
隔

、
隔

、隔

、
隔

、幽

、
、陶

、
1

、亀

、
亀

、
亀

るあが触感な
蓋
ノよ

進らか分自をれそ

乱加

るでびとが栓てめ

C一 フ ラス コ の 中 の 空 気 が ど うな っ た か につ い て 、 フ ラス コが 変 形 しな い こ とや 、 フi

ラス コの 向 きに かか わ らず栓 が とびだす こ とを く りか え し演示 し思考 を促 す。

A一 フ ラス コの栓 が とび 出 したわ けを空気 で っぽ うの玉が とび出 した こと と比 較 し

亀

、
」
■
■
b、

て 、フ ラス コを あた ため た こと と関連づ けて積 極 的 に発 言 した り、それ を 自分 か 睦

ら進 んで確 か め よ う と した りして い る。1
へ

・空気 は あた た め られ る と ど うな るか を進 んで調べ よ うとす る。(自 然現象への関心 ・意欲 ・1

態度②)l

C一 自分 の意見 で あれ ば小 さな こ とで も誉 めた り友 だ ちの意 見を 聞 くよ うに促 した り1

す る。l

A一 フラスコをあたためたこ とで空気のかさが変化 したことを積劉 ・発言 した り唱

それ を確 か め る方法 を 自分 か ら進ん で発表 した り記 録 しt:り す る。1

㌧ 一 眉.,._,_.,.一.,.騨 一,,一,,_,一,,一 り_,_眉.,_,_,,_眉,,_,.酬.匿,一 ノ_,、_,_,,ρ,_.,.一,一,,.匿,躍,.一,」
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9.本 単 元 に お ける観 点別評価

評価 のBlは 、当初C評 価 の児 童 が指 導 に よ りB

評 価 に向上 した こ とを表 してい る。
この よ うな評価 表 は 、授業 の際 の

補 助 簿 と して も活 用で きる、

時数 1 2・3 4・5・6 7 8・9 10 総括

項 目
関

①

思

①

思

②

関

②

技

①

技

②

知

①

技

③

技

④

思

③

知

②

技

⑤

技

⑥

思

④

知

③

思

⑤

関

③

関

④

知

④

項

目

児

童

A

関 A
.

A B B A

思. A A B B B
.

.

1

、 瞳

技 A B A B B B 1 、 B

知 A A A A A

遠 「何 で も大 き くな る

のかな」⑥

「中 ま で 熱 い か な 」

lo一 ③

児

童

B

関 A A 戸B B A

思 A B Bl B「 B' B圃

技 A B A B B Bl B

知 A A A B A

勇

児

童

C

関 A L
A ノ

'

●
A B A

思 A A

.

A A
昌 一

A

技 A A A A B B A

知 A A

F

A ... A A

蘇 「ぐ つ ぐ つ し た ら 減

っ ち や う よ」8一 ⑥

児

童

D

閥 A A ' A A
」

A

思
.

A A . A A
.

A 國 A

技 ' A A A

.

A A A

L

A

知 「

A

1

A A A A

碁 「ガ ス バ ー

ナ ー で ガ ー

つ 」 ⑤

「沸 騰 し た ら ど ー な

る か な あ 呂 一

楽榴は、指導上参考となる事柄(次
小 単元 の揚所 と小単 元内 の時数 を示 して い る。

(10一 ③ は 、小単 元10の3時 間 目、 な ど)

楽榴 は 、指 導上参 考 とな る事柄(次

の時 間 の指 導 に関連 す る発言 等)を

記入 す る。
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事 例2ろ う学校 中学部3年 保健 体育(保 健 分野)

1.単 元名 「現代生 活 と健康 」(1時 間)

2.単 元設 定の 理由

保 健 分野 の学 習 では生 涯 を通 じて 自らの健 康 を管 理 し改 善 してい くた めの力 をっ け る。健 康

な 生活 と疾 病 の予 防につ い ては 、第3学 年 で学ぶ 内容 で あ る。 本学年 の7名 の生 徒 は 、学力 に

大 き な開 き が あ り障害 の程度 も様 々 で あ るが 、過食 ・偏食 ・運 動不 足 ・睡眠不足 な どの生活 習

慣 がや がて 生 活習慣 病 につ なが るこ とを理解 し、生 徒 自身 が ライ フス タイル を見 直 し、 「栄 養

・運動 ・休 養 」 のバ ラン スあ る真の健 康 な生活 を営 んで い くこ との大切 さを知 るため に 、本 単

元 を設 定 した。

【本 単 元 の学 習指導 要領 の内容 】第3学 年

内容 の ま とま り⇒(4)健 康 な生活 と疾 病 の 予防 イ 健 康 の保 持増進 には年 齢 、生活 環境

等 に応 じた食 事、運 動 、休養 及 び睡 眠の調 和 の とれ た 生活 が必要 なこ と。ま た 、食 事 の量や

偏 り、運 動不 足 、休養や 睡眠 の不足 な どの生活習慣 の 乱れ は 、健 康 を損 な う原因 とな るこ と

3.単 元 の 目標

ア 現代 生括 と健康 につい て関心 を も ち、意欲 的 に学習 しよ うとす る。

イ 健 康 は 環境や 生活 習慣 によ り、様 々な疾病や 障 害が 現われ る こ とを ま とめ、発 表 す る こ

とが で きる。

ウ 適度 な 運動 が健 康 の保持 増進 の た めに効果が あ るこ とを理解 し、生活 に生 かそ うとす る。

生徒 の実態 につ いて、 評価 の観点 ごとに項 揖を立て 、分 析的 に把握 す る ことで、一 人一 人

の指 導 方怯や 配慮事 項 を明確化す る ことが で きる.

4.生 徒 の実 態
ら 』

生徒名 健康 ・安全への 健康 ・安全 について の 健康 ・安全にっいての

{聴 力略) 関 心 ・意 欲 ・態度 思考 ・判 断 知識 ・理解

A 自分 自身 の体験 について発表 運 動す る こ との 大切 さを考 え 保健の語句の漢字を読むこ

感音性難聴 で きる。 短い時 間な らば集 中 る こと ぱ難 しい が 、具体 例 を とは得意であるが意味把握

人工内耳 す る こと がで き る。 あげ るこ とは で きる、 は難 しい 。

B 自分の考 え を相 手に しっか り 授 業 の 中 で 行 っ た こ とを 、 日 生活習慣病とい う新 出語句

感音性難聴 伝 えよ うとす る意欲 がまだ低 常生 活 に どの よ うに生 かす か について理解でき る。

い 。 考え ることができる。

C ノー トに 正確 に記す こ とがで 友人 の 考 え と自分の 考 え を照 授 業 中は 発言 者 をよ く見 て

感音性難聴 き るが、 自分の考 えを言葉に ら し合 わせ る こ とがで き る、 い る歩 、 理解 す るこ とが困

置き換 えて表現す るこ とが課 難 で あ る。

題 で あ る、

D 少 しずっ 自信 をっ けっ つあ る 友人 の 考 え と自分の 考 え を照 保健体育の新出語句 につい

感音性雌聴 が、みん なの前 で自分 の意見 らし合 わせ る ことがで きる。 て、 理解 で き る。

を話す ことが苦手で ある.
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E 適 切 な コミゴ ケー酒 ン手 段 を用 い 授 業 の 中 で や っ た こ と を 、 日 「便利 」 「生 活習 慣病 」な ど

感音性難聴 て分 か りやす く説 明 しよ うと 常生 活 に どの よ うに生 か す か 健 康 にっ い ての 用語 を活 用

す る態 度 が身 に付 き つつ あ 考 え る こ とがで き る、 で き る.

る.

F 自分の言葉で ノー トに表す な 自分 の考 えに 固執 す る面 が 時 「便利 」 「生酒習慣病 」な ど

感音性難聴 ど意欲 的に取 り組んでいる。 々 見 られ る,相 手 の意 見 を踏 錘康 につ い て の用語 を活 用

まえた発言 が難 しい. で き る。

G 自分の体験・や習慣 を意欲的 に 運 動す る こ との 意 義 につ い て 「便利 」 「生 活習慣病 」な ど

感音性難聴 発表す る事ができる。
一歩 深 く掘 り下 げ た考 え る こ

健 康 に つい て の用 語 を活 用

とが 難 しい。 で き る。

5.単 元 の評 価親準

健 康 ・安 全 へ の 関心 ・意 欲 ・掻度 健康 ・安全 についての思考 ・判断 健康 ・安全 にっいての知識 ・理解

自分 自身 の 体験 や 習 慣 に着 目

し、 課 題 を発 見 しよ う と して

い る。

日常 生 活 か ら課題 を発 見 し、

適 切 な行 動 を選 択 しよ う と し

て い る。

適切 な運 動 が健 康 の保 持 増進

に結 び っ くこ とを理 解 で きて

い る。

6.学 習活動に即 した具体的な評価規準

保 健 分 野 の よ うに 、各学年 にわた り、 学習 内容が1回 だけ配 列 され てい る教科 の場 合 、生 徒

の 学習 進 度 に極 端 な遅 れが ないか ぎ り、 当該 学年 の学 習 内容 で指 導 してい く必要 があ る。 そ

の 際 、学習進 康 の輻 に対塔す るた め、評価 規準 に幅 をもたせ る工夫 が必要 で あ る。

健 康 ・安 全 へ の 関心 ・意欲 ・態 度

① 自分 自身の体 験や習慣 を振 り返

り、意欲的に発表 している。

② 意 見交 換 を、適切 な コ ミュニケ

ー シ ョン手 段 を用 いて、意欲 的

に行 っている。(ろ う〕

③ 現 代生 活 と健康 にっ い ての 棍点

か ら自分 の考 えを深 め よ うと進

ん で話 し合お うとしている、

④ 集 中 して板 書 され た事柄 を ノー

トに速 く正 確に ま とめ よ うと し

て いる。(ろ う〕

⑤板 書 され た事柄以外 の補足説 明

等 を ノー トに書 こうとしている。

(ろ う)

康 ・安全にっいての思考 ・判断

① 便利 な生活 の良い点 ・悪 い点 に

つい て 自分 で想嫌 した り、教師

の適 切な支 援 を受 けて考 えて い

る。

② 「便利 な生 活」が 必ず しも健康

に とって 良い とは限 らない こ と

につ いて考えている,

③ 自分 の生活 習慣 を見直 した り、

友 だち と話 し合 って選択 すべ

き行 動を判断 している。

健康 ・安全にっ いての知識 ・ 解

① 「便利 な生活」「健康な生活 「生

活習慣 病」な ど健康 につ し ての

用語 を説み、意 味を理解 てい

る。(ろ う}

②生活 習慣病の 予防の仕 につい

て理解 してい る。

③適切 な運動 が健康 の保持 増進に

結び っ くこ とを日常生活 や生涯

にわた る生活 と関連づ けて理解

して いる。

聴 覚障 害 に応 じた 具体 的 な 評価 規準 を加 え るこ とで、 よ り

実態 に即 した指導 と評価 が で き る。
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7.本 時の 指導

学習活動

・本寿 の縮 の躍示

◎ 「便利 な生活」

この 読み 方 と意 味 にっい

て質問す る。

◎ 「便 利 な 生活 っ て どん な

生活かな?」

「便利 な生 活 って本 当 に良

いのか な?」

◎洗 濯板 で 洗濯 を して い る

様子の写真 を提示す る。

r何を しているのか な?」

r生 活 は どん どん変 わ って

きています」

◎ 本 時 の題 目 「現 代生 活 と

健康」 を板書す る。

・本寿 の麗謂

@「 便 利 な生 活 の 良い点 ・

悪い点」 にっいて考え る

「便 利 な 生活 は運動 不 足な

生活に結 びつ くのかな?」

◎生活習慣病の説明

◎ 「君 た ちは どん な こ とに

気 をつ けるべ きなのか?」

◎適度 な運動の必要性

「自分 の生 活 の 中 で どの よ

うな運 動 を、 どの く らいや

っ た ら良 い かな?」 ・

・ま とめ

次時のめ あて をもつ

口評価規準 女評価方注O支 援1(生 徒A、D〕O支 援2(生 徒E～F)

口知① 「便利 な生活」 「健康 な生活 ∫ 「生活習慣病」な ど健康にっ いての用語

を読 み、意味 を理解 している.

☆発言 の観察

「携 帯電話」、「交通機関」.∫エ レベー タ」

口思①便利な生活の 良い点 ・悪 い点について 自分で想像 した り、教 師の適切

な支援を受 けて考 えている。

◇以前→ 「階段」現在→ 「エ レペ ータJと い うよ うな雅式 で板書 していき比

較 しやす くする、

◆様 々な例が挙げられた とき 「ど うい う部分で便利 なの か」 も聞いてい く。

「良い と思 う」「簡単に速 くできる」 「楽J「 体 を使わない」

ロ関① 自分 自身の体験や習慣 を振 り返 り、意欲的 に発表 してい る1,

査意見交換時の観察'

口関②適切 な コ ミュニケーシ ョン手段 を用いて意 見交換 しよ うと している.

◇具体物や裡覚教材を提示 しイメー ジをもたせ る。

◆体を使 うことで健康 を保つ昔の生活様式 にっいて考えさせ る。

☆発言 の観察

「おばあさんが洗濯 をしている」 「今は洗濯機」

◇再度、便利 な生活についての意見 を聞 きなが ら現在 と以前 とを比較 し掘 り
　

下げて考 え させ る。

◆他の生徒全体に も分かるような発言の工夫 を求め る、

〈〉他に も具体例 を用意 しておき便利 な生活の悪い面を気づかせ る.

口関① 自命 自身の体験や習慣を振 り返 り、意歓的に発表 してい る。

☆意見交換時 の観察

口関③現代生活 と健康 についての視点 か ら自分 の考 えを深 め ようと進んで話

し合お うとしてい る。

☆意見交換時 の規察

口思② 「便利 な生活」 が必ず しも健康 に とって良い とは限 らないこ とにっ い

て考えている。

口知②生活習慣病の予防の仕方について理解Lて い る。

口思③ 自分の生活習慣 を見直 した り話 し合って判断 してい る。

☆発言の観 察

〈〉日頃の生活 を振 り返 り考 えさせ る。

◆他の生徒 に も分か るような発言の工夫 を求 める。

「部活動や体 育の授業を しっか りや る」 「それ だけでな く駅 まで歩いた り

してで きるだけ体 を動かす ことを心がけ る」 「生涯 スポーツ」

口知③適切 な運動 が健康の保持増 進に結 びつ くこ とを 日常生活や生涯 にわた

る生活 と関連づ けて理解 してい る。

女意見交換時 の観察

〈〉日常生活の中で生 かせるよ うな(実 践力)発 言 を求める。

◆生涯にわたる生活 の中で生かせ るよ うな(実 践力)発 言 を求める。

口閨④集 中 して板書 された事柄を丹 に速 く正確 にまとめよ うとしている.

ロ閨⑤板雷 され た事柄以外の補足説明笛を ノー トに書こ うとしている。
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事 例3肢 体 不 自由養護学 校 中学部1・2年 国語

1.単 元名 「じょうぶ な歯 を作 る(説 明 文}」(10時 間)

生徒 の学 習 実態 か ら、小 学校4年 生 の単 元 を選択 した.下 学年 の 単 元 を設 定 す る場合 は 、

生徒 の突 態把 握 を十分 に行 い、適 切に指導 計画 を立て る必要 があ る。

2.単 元 の設 定理 由

個 々 の学 習課題 に的確 に応 じるため に 、教 科指導 は課題 別 に学 習集 団 を編成 し指 導 を行 って

い るb本 グルー プは 中学1年 生 と2年 生 で あるが 、学習進 度 を鑑 み 下学 部 ・下学年 適用 の指導

を行 っ てい る.

国 語 の指 導で は、物語 文 につ い ては 、 当該 学年 の教材 で も漢字 に読み 仮名 を振 る等の 配 慮 で

指 導 が 可能 な場合 もある、 しか し、説 明文 の場合 は 、生 徒 の実態 に合 わな い と他教 科 の理解 度

や 既 成知 識 よって も、習得 に困難 を生 じるた め、教材 の選択 に は 十分 留意 す る必要 があ る.本

校 は 歯 と 口の健康 作 り推 進校 で あ り、生徒 た ちの歯 に対 す る関 心 も高 い、 また この教材 の内容

は生徒 一人 一人 が実 際に体験す る こ とか ら、身近 に感 じ られ る内容 で あ るこ とか ら小学 校4年

生 の教材 で あ る本 単元 を設 定 した,

3.単 元の 目標

文章 の 中心に な ってい る ところ を正 しく読 み取 り、 自分 の歯 へ の関 心 を深 める事 がで き る よ

うにす る,

4.生 徒の 実態

生 徒 名 国語 へ の 関 心 話 す ・聞 く 書 く能 力 読む能力 言語についての

・意欲 ・態 度 能力 知 職 ・理 解 ・技 能

A 様 々 の 事 に 興味 自分 の気持ちを 言 いた い こ と 文 章 を読 む こと 漢字力の読み は小

中学部1年 生 を も ち 、文 章 を 表現する事が苦 を ま とめ て 書 には抵抗 な く目 3,4年 程 度 。 日

筋性疾患 読 む こ とが好 き 手 で、特に集 団 く カ は 小1, に し た 文 を 説 常的な経験不 足の

上肢 の 動 きに 不 自由が あ で あ る 。 わ か ら の中では発言 し 2年 程 度 で あ む。 段落 ご との ため 知識 が不 足 し

るので 、広 い紙 面 への書 ない言葉や漢 宇 た が ら な い。 る 。 関係や中心など て い る 。

き込みや行替 え等に時間 を 自分 か ら辞 書 を考 えなが ら読

が か か る。 で調 べ よ う とは む ことが 苦手で

しな い 。 あ る。

生 徒 名 国語 へ の 関心 話 す ・聞 く 書く能 力 読む能力 言語についての

・意 欲 ・態 度 能力 知識 ・理解 ・技能

B 気 命 に む らが あ 自分の気持 ちを 書 くカ は小1, 言語瞳書かち読 漢字力の読みは小

中学部2年 生 り 、 興 味 ・関 心 こ とば で表現で 2年 程度 で あ 書に時間が かか 3,4年 程 度.

脳性疾患 が わ く と積 極 的 きる.友 達やみ る. り 、自 分 か ら は 、 日常的な経験不足

言膳障害 があるため聞き取 町 に学習する、 んなに話 した り 文章で表現す 文宇を疏み たが のた め知翫 が不 足

に くい所 があ り、読む ことに わ か ら ない 言 葉 聞いた りす るこ る事が苦手で らない。 段 落ご して い る 。

も時間が かか る.聚 張が強 い や漢 字 が あ って とが好 きで、積 あ る、 との閲係 や 中心

ため、書写は細かな文字は書 も 自牙 か ら辞 書 種 的 に語 をす な どを考 えなが

けない.長 い文章 を書 くとき で 謡 ぺ よ うとは る 。 ら読む こ とが苦

はパ ソコン等を使用する。 し な い. 手 で あ る 。
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5.単 元 の評価 規準(小 学校3・4年 の評 価規 準を適 用)

国語 への 話す ・聞 く 書 く能 力 読む能力 言語 につ いての
1

関心・意欲・態度 能力 知識 ・理 解 ・技 能

O自 分 の経 験 O目 的 に 応 じ O自 分 が 書 こ う と O教 材文を読ん 0指 示語や接続語の役割 を理解

と 結 び っ け て ま と ま り す る こ と が分 か で、各段落 の要 L、 文 と文 との意 味のつ なが

た り 、 分 か の あ る 話 の る よ うに 中心 を 点や段落の関係 りを考 えて い る。

ら な い 事 を 構 成 で説 明 明確 にしなが ら、 をっか んでい O文 中の漠宇 を正 しく読 んでい

質 問 した り、 してい る。 段落 と段落の続 る 。 る 。

興 味 を も っ O自 分 の経 験 き方 に 注 意 して O読 み取 った内容 0テ ーマに沿 って文 童 を書 く と

て 、 読 み 進 や 考 え と 比 書 い てい る。 にっい て自分な きに知つ てい る漢字 を取 り入

ん で い る。 べ て 聞 き 、 O自 分 の書 い た文 りに感想や意見 れ て書 い て い る。

意 見や 感 想 章 を読 み 返 して をま とめてい O句 読点の打 ち方や 「」 な どの

を 述 べ て い 間違 い な ど を正 る 。 使 い方 を理解 し文 中で使 って

る 。 して い る. い る 。

6.学 習活動 に即 した具 体 的 な評価 規準(小 学校3・4年 の評価規 準 に合 わせ て 作成)

国語 への 話 す ・聞 く 書 く能 力 読む能力 言語 につ いての

屡沁 ・意欲 ・態度 能力 知 識 ・理 解 ・技 能

① 自分が虫歯 ①省略 ① 「歯 とわ た し」 ① 「じょ うぶ な歯 ①歯が生えかわ る事実 をとらえ 、

に な っ た経 ② 虫 前 に な っ とい うテ ーマ で 、 を作る」 ための rで も」 とい う接続 語に意 識 し

験 な どと結 た 経験 等 を 自分 が 書 こ う と 言葉をお さえ、 てそのわけについて読みとって

び つ け て 文 中心 にす え す る こ とが 分 か 各段落 ごとにま い る 。

章 を読み進 て 話 し て い る よ うに 中 心 を とめな が ら読ん ②文 中の漢字 を正 しく読んでい

め て い る。 る 。 明確 に しな が ら で い る。 る 。

② じ ょ うぶ な ③ じ ょ うぶ な 書いている. ②何 ともなかった ③～⑤省略

歯 をつ く る

ため の ひ み

歯 を っ く る

ひ み つ に つ

② 自分 の 書 い た 文

章 を読 み返 して

由毒=抜けかわる

わけに ついて読ρ
テーマに沿って文章 を書 くとき

に小1,2隼 生 程度 の漢字を取

つ に つ い て い て ま と ま 間違 い な どを正 み取っ た内容を り入れ て書いている.

読 み とろ う

と してい

りの あ る 内

容 を組 み 立

してい る。 自分な りの感想

や意見 と して 昇
句読点の打ち方や 「」な どの使

い方 を理解 し、文中で使 ってい

る 。 て て 話 し て と めて い る。 る。(小1,2年)

③～⑤省略 い る 。 ③省略

④、⑤省略

生徒A,Bと も小 学校3・4i年 生 の評価規 準 を適用 したが 、言 語 にっいて の知 識 ・理解 ・技

能 の 一部 につ いて は生徒 の 実態 か ら、小 学校1・2年 生 の 内容 及び評 価規準 を適用 したΩ
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7.指 導 と評価 の計 画

時 学 習 活 動 評 価 方 法 学習活動に即した

間 楽配慮点 具体的な評価規準

・さ し絵や絶本な どを見せ 、歯にっいて話 し合 う。 ・話 し合 い の様子 の観 話

1 楽Bの 聞き取 りに くい発言については教員 が補 足しなが ら 禦 ①

友達 に伝わるよ うにす る。 (発 言 ・っ ぷ や き ・質

・文章 の冒頭部分を読み、文章の話題 を とらえる。 問) 関 言

・自分 の経験 を発表す る、 ・読む様 子の観察 ① 話 ①

楽Aは 発言力:苦手なので質問形式で発言 を促 していく。 ②
・要点 をつかむ よ うに全文 を読む。 ・読む様 子の観察 関 読

・交互 に文章を読み進 める。 ② ①

2 ・読 めない漢字や 意味の分か らない語句 につ いて確認す ・学 習 シー トの 読 み 取 言

本 る. り ②

時 来Bの 書写の粟怨 を考慮 し、学習 シー トにっいては、書 き ・線引 きの観察

出す ことを少な くす る。{腺 引き、選択肢な ど) ・発表の様子の観察 語

・読み 取った じょ うぶ な歯 を作 る租密を発表す る, く発 言 ・つ ぶ や き ・質 問) ③
・第2段 落を読み 「何 ともなか った歯がぬけかわるわけ」 ・読む様子の観察 関 読

を読み取 る。 ・学 習 シートの 読 み 取 り ③ ②

〔つ ぶ や き、 質 問)

3 ・第3段 落 を読み、 「新 しい歯 に生 えかわるわけ」を読み ・読む様子の観察

取 る。 ・学 習 シートの 読 み 取 り

・さ し絵 や 、「新 しい 大人 の 歯 」「6歳 き ゅ う歯 」の言葉 を 手 (つ ぶ や き、 質 問) 言

が か りに、段 落 のつ な が りにつ い て考 え る。 ・学 習 シートの 読 み 取 り ③
・第4段 箔 を読み、 「6歳 きゅ う歯 が虫歯にかか りやすい ・読む様子の観察 関 読

わ け 」 を読 み敵 る, ・学 習 シートの 読 み 取 り ④ ③

4 ・「さ と うと虫 歯 き ん」 「虫歯 き ん と虫歯 」 の 関 係 を 中 心 に ・発言 の観崇 読

段 落ごとに読み深めていく。 ・線 引 き 、 学 習 シ ー ト ④

の読み取 り

・第5段 落を読み 、「新 しい大人の歯 にな る様子」を読み ・読む様 子の観察 関

5 取 る. ・線 引 き 、 学 習 シー ト ⑤
・第5段 落の結論 と前段落とのつなが りについて考える。 の読み取 り 言

④
・全文 を音読 し、文章構成 と筆者 が述べてい る中心になる ・読 む様 手の観察 読 言

6 こ と が らにっ い て とらえ る. ・発言 の観察 ⑤ ⑤

・「歯 とわ た し」 とい うテー マ で 文 章 を書 くの に 、 どの よ ・学 習 シー トの 読み 取 書

7 うに書いた らよいか構成について考える, り ①

・書 く内 容 を発 表 す る , 話

④

8 ・書 き た い 項 目に 沿 うて 、 「歯 とわ た し」 の テ ー マ で 文 産 ・作 文の様 子 を観 察す 書 言

を書 き自分の考 えをま とめる, る 。 ② 幽 ⑥

9 豪Bは 原稿用紙等に文宇 を書 くことは難 しいので文章 を書
'

書 言

く と きは パ ソコ ン を使 用 して書 く。 ③ ⑦

・書いた文章を発表す る。 生 徒 の実 態 を・ふ ま え多 様 な 評 価 の 話

1D ・歯の クイズに挑戦
方 法 を取 る ことが大切 で ある。

⑤
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8.本 時 の 学 習 指 導

(1)本 時 の ね らい

全 文 を 通 読 し 、 じ ょ うぶ な歯 を 作 る秘 密 に つ い て 大 ま か に 読 み 取 る こ とが で き る 。

(2)本 時 の 学 習 と評価(2時 問 目/10時 間扱 い)

学 習 活 動 口評価 規準 ☆評価方法o支 援 ×配慮点

本 時の学習課 題 と学習方法 を砲 認す ◇前時の学習 したこ とをホ ワイ トボー ドに掲示 し、本時 の学習

る。 の 目的をもちやす いよ うにす る、

全文 を読み 「じょ うぶな歯 を作 るひ

みつ 」を読み取ろ う、

(1)「 じょうぶ な歯を作 るひみつ」の部

分 を全文 を読む。

〔2)読 めない漢宇や 大切 な語句 にっい

て確認す る。

(3)教 員 の音読 を 聞きなが ら 「じょう

ぶ な歯 を作る ひみつ」 の部分に線 を引

C4)引 い た 箇所 を発 表 す る.

〔5)本 時 の ま とめ をす る。

口関② 「じょ うぶな歯 をつ くるためのひみつ 」について読み と

ろ うとしてい る。

〈〉生徒の実態や 経験 と関係 の深い部分について強調 して興味 を

もちやすいよ うに配慮す る。

口言②文 中の漢宇 を正 しく読んでいる。

官読み とりの様子の規察

く〉読 めない漢字や重要語 句にういて は小テ ス トや家庭学習 な ど

を実施 し、単元全体で理解 できるように繰 り返 し指導する.

口読① 「じょうぶ な歯 を作る」ための言葉 をお さえ、各 段落 ご

とにま とめなが ら読んでい る,

XAは 自立活動的な配慮か ら姿勢面に も留意す る。

☆線引 き(観 察)

楽Bに ついては書写に時 間を要す るので線 を引 く活動 とした。

◇線 をなかなか引けない場合 には、唇度ね らいを確 認 し、例な

どを挙げる。

口話③ じょうぶ な歯 をつ くるひみつ についてま とま りの ある内

容を組 み立て て話 している。

☆発言 の様子

楽Bに ついて は言語障害があ るので、 じっ く り時間 をかけて

聞き取 り、発言 を引き出 してい く.

◇ 線 を引いた ところを指摘 しな がら、なぜ その箇所 に引いた

のか考えさせ る。

9.本 単 元に お ける観 点 別評価

時 1 2 3 4 5 6 7 8.9 ilo
総

旛

観

点

1

話

1

①

関

1

①

言

1

①

話

1

②

関

1

②

言

1

②

読

1

①

話

9

③

関

1

③

読

1

②

言

1

③

1

関

1

④

読

1

③

読

1

④

1

関

1

⑤

言

1

④

1

言

1

⑤

読

1

⑤

1

書

1

①

話

1

④

1

書

1

②

言

1

⑥

書

i

③

言

1

⑦

話

1

⑤

生

徒
A

鳳 鳳 晶 一

関
.

A

■

A

.

A

■

A A

1 1 1

.A

話
I

A A

■

B

. ■ 1 1 .

B

.

B

.

B

書
1 . ■ 1 」 I

C C C

1 I

C

読
■

A B

.

A B 1
1
A

1 ■

1ハ

言 B B B
■

B
I

A

.

B B
1

B

特

記

1 ■

「砂 糖 や 食 ぺ か†

を 取 り ち ・Pえば い

い」 饒二Ω一__

■ .

昌 昌 昌 昌 昌 晶

1

晶 昌 昌 昌 昌 一

う ま く

ま と め

h疲 ず.一

教員 と話 しなが

ら書 く内容を決

.冶書 宣上吐る』一.

.

昌nA團

.

AA一 凸 曲AAAA昂AA■ ■ 昌 一 晶 昌 隔 昌 昌 ■ 一

特記事項の欄には、評価AやCで あった理 由等 を記述 し、指導内容や評価規準が適切であっ

たか検討する。⇒適切でなかった場合は複薮の学年の評価規準を照らし合わせ、指導計画を
、

検討 し、適切塗指導内容と諜価規準を設定する。
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〔年問指導計画記入例〕

平成15年 度

教科名 国 語

年 間 指 導 計 画 都 立OOOO学 校

(1グ ル ー プ=生 徒名A、B)

月 単元名 時 障害へ配慮 した指導 単 元 の 観 点 別 評 価 規 準

(教材 名) 数 内容、方法 、教材教具 関 ・意 ・態 話 ・聞 書
'航

言
一.一

5 r白 い ぼ 10 興味 ・隠心 を深めや す ①楽 しんで物 語 ①いろいるな醜 ① た と えの 表

う し」 いように原典 の給本(手 を読みすすんで み勃に興味 をも 現 に気 をつ け

〔物語 文) に持って読み やすい も い ろ い ろ な 本 を ち 、 本 を 擦 し て て 、情 景 を生

4年 の)を 用意す る。 見 つ け 読 書 し よ 読ん で い 石. き生 き と想 像

う と して い る. ② 略 して い る 。

②略

「も う ど 12 ビデオ を用 彦 し経験 不 ⑪盲導犬の役割 ① 鶴 べ た こ と ①その場の状況

う犬の 訓 足等 を補 う。 や 目の 不 自 由 な か ら 考 え た こ や 目的 に 応 じた

練」 人 た ち の 暮 ら し とを相手 に分 適切な音量や速

(聞 く ・ な どに虞味 をも か りや す く話 さ で 話 す こ と を

6 話す) ち学習に取り組 してい る. 理 解 して い る。

3年 ん で い る。 ② 略

∩貞6撒 隔∩圃_ .__晒 ∩圃__'納 隔陶■∩圃陶 一一一… 一一隔_

10 「 じ よ 10 書 く事 に関 して は,必 ① 自分の軽験 と ① 且 的 に 応 じ ⑪自分が書こ ①教材文を離ん 指示語や接続驕

う ぶ な 要に応 じてパ ソコンな 篇 び つ け た り 、 て ま と ま りの う とす る こ と で 、各 段 臨 の 要 の設 副 を理 解 し、

歯 を 作 どの情報機器を有効に 分か らない事を ある琶 の槽成 が分 か る よ う 点や段落の閨係 文 と文 との意味

る 」 活用する。 質 問 した り、 興
「
で 脱 明 し て い に中心を明確 をつ か ん でい る. の つ な が り を 考

(説 明文) 味 を 持 う て 、 読 翫 に しなが ら、 ②略 えて い る.

4年 み 進 んで い 石. ②略 段落と段落の ②～④略

控き方を注麿

して 婁 い てい

/ 軌 ②略

1 緬 一一一一 】一一一咄 一一 隔貞4』隔画」_▼__順 幽」_嚇 りり鞠触剛唖貞轍 ∩触一麟僧一一一一一一ツ 卿

鴫 では・閥 か 麟 ・鮫 ↓、と.r矢職 理 解 技勧 ま・「謝 ・聞く鋤 蜘 書く勧 」
「■・ ∴筈興=・・"

「読 む 能 力 」.にっ い で の 観 点 を'具体 的 に設 定 す る必 要 が'あ る 。._∴,..
.㌧,

〔個別指導計画記入例〕

平成15年 度

教科名 国 語

個 別 指 導 計 画 都立OOOO学 校

中学部2年0組 鵬 B 担当者 OOOO

月 単元名 時 単元の 手 だ て ・ 観 点 別 配 慮 事 項 評 価 記 録

{題林名) 数 ねらい 融材1配慮 関 ・意・樵 謡 ・聞 書 読 言 関話 書.読 言
10

「

じょうぶな 10 文章の中 ・樵能障審 ①薗が抜1†替 ①相手に伝 ⑪ 噛 とわ ①rじ ょうぶ
-一

①指示語や接続 関心は高

歯を作る 心に なっ のため書写 わったときや えたい こと た し」 とい な歯を作6」 語の投割を理解 A B C A B く暁み進

τい ると に時間を嬰 虫歯1こなoた をまとめて う テ ー マ ための言粟を す るため、燈文 め られ る

ころ を正 するので、 ときの自分の 帳気強く猛 で 、メ モ を おさえ、縁を をつ くる学習 を が、言 語

しく醗み 文中に線を 経験を引き出 せ 筍よ うに つ く う た 引くなど、要 適宜取 り廻 しる。 面 と書 く

取 り 、 自 引かせた すように言葉 励ます。 り、書きた 点を意鎌させ ②小 学校3,4 カの弱さ

分 の 薗へ り、作文で 掛けする, ②相手の意 いことの中 る. 年生の湊字は確 が 目立つ

の朋心を はパソユン ②分からない 見を自分の 心 をま とめ ②読み敗うた 実 に醗め石よ う の で、時

深める事 を利用す 事を質間し島 騒験や考え た りしやす 内容について に し、小 学按11 間をかけ

がで きる る. いようゆっく と比べてよ い よ うに 、 意外な発醤を 2年生に漫宅よ て その カ

よ うにす ・魯語障害 りと聞く姿勢 く聞 くよう パ ソコンを した とき、モ パ ソヨンを使 う を伸ばし

看. に 対 し て でかかわった に う な が 使い翻別に の真意を砿か とき確実に選択 て いき た

は.発 言内 り、自分で調 肱 指導する. め石よう対話 で きゐよ うに繰 レ㌔

容を砧かめ べ られるよう を」て喋幽て ウ遮 し櫓導する.

な訓ら闇き 扱レやれ 僻 いく。

取 っ て い 書を用意した

騨』閣闇酬鵬 翫「酬一 一 一_ 一 一 一 一 wL島一_ L貞貞_ _i幽_ 圃 ヒ貞 」_ _職貞貞i肋
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皿 研 究 の 内容(2)在 籍 学級 との 指導 と評価 につ いて の連 携 の在 り方

r通 級 に よ る指導 」 は、障 害の 状態 がそれ ぞれ 異な る個 々の子 どもた ちに個別指 導や 小集 団

指導 を組 み 合 わせ た特別 の指 導 を、 きめ細 か く弾力性 を もって行 う教 育で あ り、個 別 の教育 課

程 を編 成 し指導 に当た る。特 別の 指導 の内容 は 、盲学校 、 聾学校及 び養護 学校学 習指導 要領 に

示 され て い る 「自立活 動」 の 目標 や 内窓 を参考 に して行 う指 導 と通 常の学級 にお け る各教科 の

内容 を補充 す るた めの指 導で あ る。

情緒 障 害通級 指 導学 級 で指 導 を受 ける児 童 ・生徒は 、在籍 学級 で の学 習内容 を十分 に理解 で

きて い ない こ とが多 い。 教科 の補 充 は学年 相応 の こ とを行 え る場合 もあるが 、多 くは下学年 の

内容 で指 導 して い る。 そ の際、 一人 一人 の学習 の状況 に合 わせ て評価 の観 点 ご とに異な る学年

の評価 規 準 を用 い る必 要 が ある。 そ のた め、子 どもの実態 把握 が きわ めて重 要に なる一 的確 な

実態把 握 の も とに 、相 応 の課題 を設 定 し、スモール ステ ップで 達成 感 を味 わわせ 、次へ の意欲

へ とっ な げて い く。 この こ とを 、繰 り返 し丁寧 に行 って い く こ とが、 よ り良い教科 の補 充指 導

とな り、今 後 、一 人一人 の教 育ニー ズに応 じて適切 な教育 的支援 を行 って い くこ とにっ なが る

と考 え る、 そ こで 、情緒 障 害通級 指 導学級 の教科の補 充指 導 の内容 をスモー ルステ ップで構 成

す る と ともに 、観 点別評価 を導 入 し、在 籍学 級 にお ける教 科指 導 との 関連性 を明確 に した補 充

指 導 を通 した連 携 の在 り方 につ いて 明 らかにす る。

事例4中 学校2年 生 生徒A数 学 補充指導の事例

1.単 元 名 「加 法 、減 法 の文章 問 題 にチ ャ レンジ しよ う」

2.単 元 設定 の理 由

本生 徒 は、読み 書 き、 計算の処 理 にっ いて は比較 的容 易 にで き るが 、言葉や計 算の 意味 の理

解 、 思考 に大 きな 困難 が ある と考 え られ る。 そのた め、小数 や分 数 を含 んだ 四則 計算 はで きて

も、小 学 校低 学年 の算数 文 章問題 を解 くこ とが困難 な状 況 が ある。 中学校 入 学 当初 は 、指 示 を

聞き行 動 す るこ とに困難 があ り、学 習活 動 に集 中で きな い こ とが多 か ったが 、そ の面 で の改 善

が見 られ は じめた ので 、 さらに 「読 み書 き計 算の技能 を 日常生活 に生 かす 」 学習 の 工っ と して

本 単 元 を設 定 した 。 在 籍学級
の 学習 と 日常住 活 にお いて生 かせ るこ とをね らいに おい た。

3.単 元 の 目標'

数や 数 式 が 、あ る具体 的な現 象 を抽 象 的 に表現 してい る こ とを知 り、加 法 ・減 法 を用 い た算

数 の文 章 問題 に対応 で きる よ うにす る。
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4.生 徒 の実 態

生育歴 省略

保護者 か ら必要 な こ とのみ聞 き取 る。

日常の様子
〆(学習)

聞 く:

話す:

在籍 学級 、通級指 導 学級 での様 子 を項 目

ご とに分 析す る。

指示を聞いて行動することが苦手である。一

「困難 な 部 分 」 は配 慮 事 項

と して扱 い、 「で き るこ と、

得 意 な こ と」 を学 習 活 動 の

中心にお く。

文 章的 には正 しいが、独 り言 の よ うに話す こ とが しば しば あ る.

読む:読 む こ とにつ いては大 きな 困難 はない が、 内容 を理 解 す るこ とが苦手 で あ る。

書=く:漢 字の 書 き、聴 写、視 写 に大き な困難 はな い。 しか し、伝 えた い こ とを考 える

ことが 苦手で あ る。

計算:小 数、分数 を含 め、 四則計算 は で きるが、文章や 数 字 が示す 意 味の理解 に困難 が

あ るた めか 、小 学校低 学年 の文章 問題 が解 けない。

運動;走 る投 げ る等粗 大運動 が若 手だ が 、手 先 を使 う微 細 運 動は 得意 で ある。

興味:興 味 の偏 りがあ り、興 味以 外 のこ とに取 り組 も うと しない傾 向が ある。

本生 徒 は、認 知的 、行 動的 偏 りを有 して いる こ とを理解 し、支援 してい く必要 が あ る。

(行 動)

話 を聞 くこ とに集 中す る こ とが苦 手で 、視線 が常 に動 き、頻 繁 に手 を動 か した り、衝

動 的 に話 した りす る こ とが多 い。場 面 を把握 して行動 す るこ とが難 しく、 目の前 の興味

等 で行 動す るこ とが 目立つ。

(生活)

身 辺 の 自立に っいて は問題 は ないが 、年齢相応 に行 うべ き こ とに対 す る意識 が薄 く,

他 人任せ にな りがちで あ る。 また 、行動 鑓 囲が狭 く、他 人へ の気 遣や 対 人 関係 を結 ぶ こ

とが苦 手 であ る。

心理検査

(結 果)省 略

(所見)省 略

配慮事項

専 門 家に よ る検査 の実施 とアセ ス メン トを行 うこ とが望

ま しい。 また 、医療 機 関 を受 診 して い る場合 は 医師 の所

見 も記述 す る。

障害の特性にっいて十分検討 し、配慮事項を記述する。通級指導学級に

おいて個に応 じた指導を行う上で傷非常に大切である。

本 単元 では算数 の文 章問題 を取 り上 げ るが、本生 徒 には言 語理解 や 論理 的 思考 の弱 さ、

興 味 の偏 りが あ るので 、授 業は 、本生 徒が 日常的 に見慣 れ てい る事柄 を教 材 化 し、イ メー

ジ しや す くす る必要が あ る.ま た、本 生徒 の興味 の もて る=[作 や 描 画 を授 業 に取 り入 れ た

り、 得意 な視 空簡認知 能力 を生か した授 業 の進 め方 を工夫(図 や 具 体物 の操 作等)し た り

す る こ とが大切 であ る。

さ らに 、文 章 を読み と り、理解 した上で 数式化 す る こ とにつ いて は 、困難 が予想 され る

ので 、最 初 か ら論理 的 に思考 し理 解す る こ とや 、数式 化す る こ とに こだわ らず 、文 章 か ら

数 式 ヘパ ター ン と して理解 で きて いれ ば、おおむ ね 目標 が達成 できた と して 単元 を進 め て

い く こ とも必 要 であ る。

加 えて 、課題 をスモ ール ステ ップ化 し、生徒が 達成感 を もちつつ課 題 に取 り組 める よ う

配 慮 す る。
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5.単 元の 評価 規準

_.鞭 鷺 灘 購.講 難 購 鱒.,、
聾 置 此 ・ト羊.、'≒"・

鯉鞠鱗_驚
[

数学^の

関 心 ・意欲 ・ 態度

数学的な考え方 数 や 図形 についての

表現 ・処理

数量や図形 についての

知識 ・理解

自分の 苦手 を 意識 しなが

らも数 量に目を向け、そ

れ らに っい て様 々 な経 験

をもと うとす る。そ して、

知 識や 技 能 な どを進 んで

用 いよ うとす る。

実隙 の作 業 を数や 式 に

表す 算数 的 な活動 を通

して 、数 の表 し方 や計

獅嚇 を工夫・た》

考 えた りす る.(小1)

を用 い る能 力 を伸 ば

し(小2)、 四則 計 算

を用い ることができ る。

(小3〕

数 につ いて の感覚 を豊

か にす る とともに 、整

数 の意 味 と表 し方 を理

解 し(小2)、 さ らに

四則計 算の 意味 を理解

する。 〔小3)

6学 習活動に即した具体的な評価規準

数学への 数学的な考え方 数量や図形にっいての 数量や図形 につい て

関 心 ・意 欲 ・態 度 衷現 ・処理 の知識 ・理解

自分の苦手を意識 ①数 を相対的 に とらえる。 ①説明を聞きっっ数学的 ①数 の蟻 舟な見方や

しなが らも、提示 ② 日常の現象 を数 を使って な操作 がで きる. 相対的な大 き さに

評 され た課 題に取 り 考 える. ②様々な現象を数学的に つ い て 理 解 を深 め

価 組 も うとする とと ③計算に関わる作業を通 じ とらえ四則の計算 式で る,

規 もに 、 自分 の もっ て計算の仕方 を考 える. 表す こ とがで き る。 ②整数の四則計 算の

準 知識や技術を使っ ④数や数式が様々な現象を ③誹算処理を正確に行 性質や意味 を理 解

て い こ う とす る。 表 してい る もの として と え、出た結果 が何 を示 す る。

らえ る。 してい るのか が分か

る 。

認 知の偏 りがある 課題 として評価規準を設定 状況 をパ ター ンと して読 理解 は困難 が予想 さ

の で 、 困 難 な こ と す る力靴課題達成 が困難な み と り、表現で きた らあ れ る 。 そ の 場 合 は 、

配 は あ る.そ の こ と 場合があ り うる. る程 度達成 できた とす もっ てい る 知識 を ど

慮 を 自分な りに受け る 。 の よ うな 場 面 で ど う

事 入れ 、課題 に対 し 使 え ばい い か が 整 理

項 て 、自 分 な り の 方 で きれ ば 、 あ る 程 度

法で取 り組 めれ ば 蓮成できた とす る。

あ る程度 、違成 で

き た とす る。
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スモ ー ル ステ ップ を設 定 し、無 理 な く学 習 を進 め る。 達成 感 を多 く味 わ うこ とが で きる よ う

にす る。 指 導 と評 価 の計画 は、柔軟 性 を もた せ、生徒 の学 習状 況 に応 じて いつで も見直 せ る

よ うに してお く。

7.指 導 と評価 の計 画

学 習 内 容 評 価 方 法 学習活動に即 した評価規準

1.日 常生 活 の 中の 数

(兜pD日 常生活で使われている数 に注 目 ・発言内容、様子の観察 関

し 、 発 表 す る,、

(就ep2)発 表 した数が何を表 してい るか を ・発言内容、様子の観 察 関 考① 知①

説 明 す る。

(…虚epヨ)日 常 の 数 で 、 文 章 問 題 の対 象 に す ・対話中の発言 内容の分析 関

る もの を考 え、決 定 す る。

皿,教 材 の作成 と操作

(風ep1)先 の授業で決めた対象の絵 カー ド ・作業の規察 関

や摸 型等 の教材を作成する。

(鹿p勾 教材の操作の状況を言葉で表現す ・発言内容の分析 関 考②

る,

(sl自p3)言 葉 と文 章 の 指 示 を も とに 教材 を
・指示の受け方 の観察 関 表①

操 作する. 操作観察

皿,加 法 、減 法

〔呂噂1)教 材 の操作 を言葉 と文章にす る。 ・発言の観崇 関 考②

筆記の観察

(卿2)言 葉 と文章を基に教材 を操作す る。 ・読 み と り ・聞 き 取 り と操 関 考③

作の様子の観察

〔5top3)操 作 した状 況 を数 式 化 す る。
・発言内容、筆 記の観察 関 考④ 表②

{風印4〕 文章を基に教材 を操作 し数 式化す ・操 作 、筆 記 の 観察 関 知②

る.

轍印5)文 章を数式化す る, ・筆記の観察 関 表③

8.指 導 事 例

(1)学 習 の 経 過

1日 常 生 活 の 中の 数

(step1)牛 乳 は200ml、 お 金 は 何 円 と表 して い る と発 表 。 教 師 の ヒ ン トで 時 計 、 カ レ

ン ダ ー 、 物 差 し 、ヘ ク ター ル 、体 重 計 、 出 席 番 号 等 が 日常 生 活 の 中 で 使 わ れ て い る数 で

あ る と答 え る こ とが で きた 。

(step2)上 記 の 数 が 何 を 表 して い る のか は うま くい え な か っ た 。数 が 体 積 、重 さ 、長 さ 、

面 積 、 日時 、 数 量 、順 番 等 を 示 して い る こ との 説 明 を 聞 く。

(step3)話 し合 い で 、 お 金 を 材 料 と した 文 章 問 題 に チ ャ レ ン ジ す るこ とを 決 定 した 。

II教 材 の 作 成 と操 作

(step1)コ イ ンやお札 を観 察 し、お 金 の教材 を作 本 生徒 の得 意 な こ とを生か す た め

成 。 工 夫 しな が ら上 手 に作 業 をす る こ とが で き の 取 り組 み.

た。
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(2)且(step2)の 指 導

Step2{金 銭 の授受の様 子を言葉 にす る)

教師の学習 の進 め方の説明 を聞 く。

生徒が学習の進 め方 を復唱す る,

教師 のお金 を操作(渡 す 、受 け取る等)

を生徒 が言葉にす る。

生徒が板書 され た 自分 の言葉 を書 き写

す。

*3,4を 繰 り返す。

◇言葉 だけでな く板書 して観覚的 に情報を伝 える.

口お金 の移動 とその結果 を正確 に表現す ることができ

る。

〈〉答 え方のモデルを示す。

〈例 〉誰が、誰 に、い くらを、 どうした.そ の結果 ど

うなった,

◇生徒 の言葉 を板書す る。 表現 できない ときは、 「支

払 う、あげ る、渡す、も らう、受け取 る等」動 作を

表す動詞を ヒン トとして与える。

白発言 内容の観察

9,本 単元 にお ける観点 別評 価

就叩 数 学へ の 数学的な考え方 数 量や図形にっ いて 数量や図形について

関 心 ・意欲 ・想 度 の表現 ・処理 の知識 ・理解

1 o

1 2 o ①o ① ○

3 o 「十分満足 」な状 況で あれ ば◎ 、
1 @

皿 2 o ②o
「お お む ね満 足 」 な状 況 で あれ ば

3 o ①o O、 「努 力 を要す る」状 況 で あれ ば

ユ o ②O △を記入 す る。
2 0 ③o

皿 3 o ④o ②O

4 o ②o

5 ③△

苦手意識 をもちな 文 章 を 読 み 、内 容 文 章 を 読 み 取 り、 単位な ど数に関す

が ら も 、 そ の 必 要 を イ メ ー ジ で き る 適切に乗法除法も る知識は中学校 で

性 と 自分 な りに や よ うに な り(他 の 含 め計算式で表現 や っ て い け る.し

総 れ ば い い とい うこ 時 間 で 読 み 取 りの で き た(小3の 規 か し、 そ れ らが 具

とが 理 解 で き た こ 学習を継続 してき 準 を達成)。 体 的 に どの よ うな

と.具 体 物 を 操 作 た)、 言 葉 を 使 っ 計 算 に つ い て は 、 こ と を示 して い る

括 す る こ と で課 題 の て 考 え る能 力 が 向 小 数 、 分 数 も含 め か問われて も答 え

イ メー ジが もて た 上 した 。 計 算 に 関 た 処 理 が で き るが られ な い こ とが 多

こ とで 前 向 き に 取 す る考 え 方 にっ い 〔中 学 校 レベ ル も い(お 金 に つ い て

り組 め 、乗 法 除 法 ては乗法除法もで 可 能)、 計 算 を パ は 理 解 で き て い

まで進 んだ。 きた(小3の 規 準 タ ー ンで 記 憶 して る)。

を翻 玉 い る レベ ル で あ る 。

通 級 に よる指 導 の結果 、 どの観 点 のカ は、 どの学年 レベ ル にあ るめか 、また 、学習 活 動の

工夫 で関心 ・意欲 が 引き出せ な いか な どを検討 し、記述 す る。

楽 三の評 定 は、 下学 年(ま た は 自立活 動 の具体 的内容)の 評価 規準 を組 み 合わせ て適 用 した

た め、在籍 学級 め評 定 とは 異 なる。 しか し、達成 され た課題や 、配慮事項 を よ り明確 に在 籍

学級 の担任 に伝 え、児童 ・生徒 の 良い点や進 歩 の状 況 な どの評 価を共 有 し、指 導の 改善 を図

っ て い く こ とが で き る 。
'、
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四 研 究 の まとめ

「準 ず る教 育」 では 、学習 の集 団 を構 成 す る一 人一人 の 児童 ・生徒 の 障害 の特性 に よる学 習

進 度 の遅 れや 、学 習空 白な どが あ る場 合 、下学年(下 学 部)適 用 を行 ってい く必要 があ る。 そ

の 際 、児 童 ・生徒 の観 点 ごとの実 態 を的確 に把握 し、学 習進 度 を予 測 し、各教 科の年 間指 導 計

画 を 作成 す る段階 か ら、 単元の精 選や 、指 導 内容 の重 点化 を図 るこ とが 大切 であ る。 また 、個

別 指 導 計画 に よ り、一人 一人の障 害へ の配 慮や 、教材 ・教 具の 工夫 を行 うこ とが必 要で あ る.

さ らに 、学習 状況 の達成度 につい て 、保護 者 に対す る説 明責任 も果 た していかな くて はな らな

い 、

r準 ず る教育」にお け る 「指導 と評価 の 一体化」を進 め 、指 導 の改 善 ・充爽 を 図 る観 点 か ら、

評 価 規準 の作 成 、評価 の工夫 につい て 、実践 箏例 に基 づ き研究 開発 を行 った 結果 、以 下の こ と

が明 らか にな った.

研 究 の 内容(1)下 学年(下 学部)適 用 の評価 と指導 の在D方

O観 点 ご との評価 規準 を作成 す る際は 、必 要に応 じて 障害 の状櫨 に配 慮 した評価 規 準 を加

え る必 要 があ る。例 えば 盲学校 理科 の 「技能 ・表現 」 に おい て 、 「全 盲」 か 「弱視 」 に よ

って 、 「両手 を協応 させ フラス コに栓 を し、お湯 につ け てい る」 「フ ラス コの 口を よく見 て

栓 を し、お湯 にっ けてい る」 とい った こ とがあ る。

ま た 、一っ 一つの評価 規準 に幅 を もたせ てお く必 要が あ る。 例 えば 、 ろ う学校保 健 体 育

の 「思考 ・判断」の評 価規準 で 「便 利 な生活の 良い点 ・悪 い点 にっい て 自分で想 像 した り、

教 師 の適 切 な支援 を受 けて考 えて い る」 とい うよ うな こ とを付 け加 える こ とであ る,

さ らに、各 教科の 単元の 内容が複 数 学年 に またが って でて くる場 合 には 、複 数 の学年 を

また い だ単元 の内容 を構 成 し、複 数学 年 か ら評価 規 準 を抜 粋 して効 率的 な指 導 を行 う必 要

が あ る。 その ことに よ り、障 害 の特性 や 学習進度 に違 い の あ る児童 ・生 徒 の学習 の状 況 に

的確 に対応 した指導 と評価 を行 うことが で きる。

○ 評 価 ・評定 を行 う際、観 点 ご との 学習進 度 に違 いが あ る場合 は 、複数 の学 年の 評価 規準

を照 ら し合 わせ る必 要 があ る。 この こ とに よ り児童 ・生徒 一 人一 人の指 導過 程や 成果 を適

時 ・適 切 に評価 し、指導 内容 ・方法 の改 善 を図 ってい くこ とがで き る。

研 究 の 内容(2)在 籍学級 との指 導 と評価 につ いての 連携 の在 り方

通 級 指導 学級 におい ては 、児 童 ・生徒 の評 価の客観 性 ・信頼性 を高 め るた め 、通級 に よ る

指 導 で 達成 され た課題や 、配慮 事項 を よ り明確に在 籍学 級 の担任 に伝 え 、児 童 ・生徒 の 良い

点や 進歩 の状 況 な どの評価 を共有 し指 導 の 改善 を図 って い くこ とが重 要 であ る。

一23一


	Ⅰ　研究のねらい
	Ⅱ　研究の内容（１）下学年（下学部）適用の評価と指導の在り方
	事例１　盲学校　小学部５年　理科「もののかさと温度」
	事例２　ろう学校　中学部３年　保健体育（保健分野）「現代生活と健康」
	事例３　肢体不自由養護学校　中学部１・２年　国語「じょうぶな歯を作る（説明文）」

	Ⅲ　研究の内容（２）在籍学級との指導と評価についての連携の在り方
	事例４　中学校２年　数学　補充指導の事例「加法、減法の文章問題にチャレンジしよう」

	Ⅳ　研究のまとめ



